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コーティングジャパン 2024 IPCO DAY セミナーを終えて

髙橋　大 *

トピックス

　平素は当社団へのご理解、ご協力を賜り誌上をお借
りして厚く御礼申し上げます。一般社団法人国際工業
塗装高度化推進会議（以下 IPCO）は、環境問題をは
じめとして工業塗装に数多く立ちはだかる諸問題を解
決するべく 2007 年に立ち上げた「工業塗装高度化協
議会」を前身とし、2017 年 10 月に一般社団法人化し
現在に至ります。
　IPCO では関東・関西で開催される塗料・塗装の展
示会「コーティングジャパン」内での講演会を 2021
年 12 月の第 4 回コーティングジャパン東京より担当
しています。その時から 2 日間が日本塗装機械工業会
( 以下 CEMA ) 様、1 日を IPCO が担当していました。
2023 年 5 月第 6 回コーティングジャパン関西から日
本塗料工業会 ( 以下 JPMA) 様にも 1 日分の講演を担
当していただくこととなり、CEMA、JPMA、IPCO
の 3 団体での 1 日ずつを担当する形になっています。
　 当 初 は IPCO の 活 動 や IPCO 会 員 企 業 の 紹 介、
IPCO 団体会員であるパウダー協様には毎回１枠の講
演で粉体塗料や粉体塗装機などパウダー協内でのト
ピックの紹介をお願いしていました。しかし、現在は
CEMA が塗装機械、JPMA が塗料と棲み分けができ
ている中、IPCO としては環境や人口減少といった工
業塗装を取り巻く諸問題を解決する塗装機械、塗料以
外からの切り口でのテーマを選定しています。
　その結果、今回はパウダー協会員会社から 2 社、賛
助会員会社から 1 社の講演をいただく形となりまし
た。（後に書く IPCO カンファレンスではパウダー協
会員会社の講演が 3 社となりました）

　パウダー協理事を務める私としては、身贔屓となる
かもしれませんが、それだけパウダー協会員各社が高
い意識をもって事業に取り組んでいらっしゃる結果だ
と捉えています。
　今回、第 7 回塗料・塗装設備展コーティングジャパ
ン大阪 2024 は 5 月 8 ～ 10 日までインテックス大阪に
て開催され、IPCO は初日（5 月 8 日）の講演を担当
しました。当日の講演は下表をご参照ください。

アンケート結果について
　当日、講演を聞いていただいた方に実施したアン
ケート結果について概略をご説明します。
　まず、このセミナー開催をどこで知ったか？です。
　CJ ＝コーティングジャパン、入口＝講演会場入口
で講演を知ったという方が 6 割近くにも及んでいま
す。つまり、このコーティングジャパンでの講演は、
当日展示会にいらっしゃった方がたまたま講演を聞く
ということが多く、不特定多数の方に聞いていただけ
ていることがわかります。
　講演については、ほとんどの方が参考になると書い
てくださっています。
　塗料・塗装業界で興味あることについては、展示会
にいらっしゃる方は塗料や塗装機器といったより具体
的な情報を求めていらっしゃっていることがわかりま
す。
　これらの結果を見て、自社で PR したいことがある
ようでしたら、ぜひ私宛にご相談ください。よろしく
お願いいたします。

* 一般社団法人 国際工業塗装高度化推進会議　副理事長
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日本ペイント・サーフケミカルズ（株）　三浦氏

（株）ヒバラコーポレーション　小田倉氏（株）アオイ　菊地氏

（株）ヒートエナジーテック　尾崎氏

戸﨑産業（株）　戸崎氏
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5 年ぶりの IPCO カンファレンスの開催を終えて

髙橋　大 *

トピックス

　平素は当社団へのご理解、ご協力を賜り誌上をお借
りして厚く御礼申し上げます。コーティングジャパン
での講演報告に続いて、第 3 回 IPCO カンファレンス
の報告をします。
　一社）国際工業塗装高度化推進会議（IPCO）では、
工業塗装の社会的地位と認知度の向上をはかり、日本
のものづくりに貢献し産業の発展に寄与する目的で

「第 1 回 IPCO カンファレンス」を 2018 年に開催しま
した。翌年に第 2 回を開催しましたが、コロナ禍で中
断し、5 年ぶりに「第 3 回 IPCO カンファレンス」を
本年 5 月 31 日に開催しました。
　地独）東京都立産業技術研究センター様と共催とさ
せていただき、東京都立産業技術研究センター本部内

の「東京イノベーションハブ」において、副題を「こ
れからの工業塗装をひもとく～ CN と人材確保の具体
的対策～」とし経済産業省様の基調講演をはじめ全 6
講演、10 社の展示をいたしました。
　当日は講演会には約 100 名の方に、講演終了後の交
流会には約 70 名の方に参加いただきました。
　企画が都合により本年 2 月からのスタートとなり準
備期間が短く、講演者・展示社・スタッフ・聴講者の
みなさまにご迷惑をお掛けしこの場を借りてお詫び申
し上げます。
　しかしこの準備期間中に講演者からは「もっと話す
時間が欲しい」、展示社からは「もっとスペースがあっ
てもいい」、聴講者からは「質問の時間が少ない」と

* 一般社団法人 国際工業塗装高度化推進会議　副理事長
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の声があり、準備の至らなさを感じる反面、皆さまの
熱心さが過去 2 回とは明らかに違っていることを感じ
ました。交流会も急遽会場を拡大し大勢の方に参加い
ただけるようにし、意見交換を活発にしていただくこ
とができました。
　また、今回は経済産業省井出課長補佐様、東京都立
産業技術研究センター瓦田部長様とも、できるだけ聴
講者のためになるようにと事前ヒアリングや各地への
見学で工業塗装の実情を知っていただいた上での講演
でしたので、一般論だけで終わらなかったこともこの
場でご報告しておきます。

アンケート結果について
　当日、講演を聞いていただいた方に実施したアン
ケート結果の一部をご説明します。
　講演会全体について、テーマ選定、分かりやすさ、
内容の具体性のほぼすべてにおいて「非常に良い」ま
たは「良い」という評価をいただきました。

　今後実施を望むテーマに関しては、前述のコーティ
ングジャパンとは違い、「自動化・ロボット化」、「環
境対策設備」「脱炭素」と具体的なテーマを望む声が
多いという結果となりました。
　その他、個別の講演についてもアンケートを取って
いますが、ほとんどが「非常に良い」「良い」という
結果となっており、8 割以上が「非常に良い」という
評価を得た講演もありました。
　以上、「第 3 回 IPCO カンファレンス」のご報告と
なります。次回の日程は未定ですが、必ず開催します
ので、たくさんのみなさまのご参加を心からお待ちし
ています。よろしくお願いいたします。
　また、IPCO では今年度より合同会議が 3 カ月に一
度開催されることになりました。リアル・オンライン
のハイブリッド形式での開催となりますのでご興味あ
る方はご参加ください。
　IPCO 活動に関して今後ともご指導ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。
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IPCO 坂井理事長挨拶

東京都立産業技術研究センター　角口理事挨拶

経済産業省 素材産業課　井出氏

東京都立産業技術研究センター　瓦田氏

（株）花菱塗装技研工業　稲田氏、吉野氏

中小企業基盤整備機構　馬場氏

（株）ヒバラコーポレーション　小田倉氏
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東京都立産業技術研究センター　鈴木氏

筒井工業（株）　前島氏

戸﨑産業（株）　戸﨑氏
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